
日本人口学会 2014年度第２回東日本地域部会プログラム 

 

日時：2015年 3月 21日（土）13時～17時半（予定） 

場所：日本女子大学目白キャンパス新泉山館小会議室１ 

  〒112-8681 東京都文京区目白台 2-8-1  

   ＊会場は JR山手線目白駅駅前から都営バスで新宿駅西口行に乗車し、6分で、 

  日本女子大前下車です。下車後、歩道橋を渡り左へ約 30m歩きますと新泉山館です。 

  詳しくは、日本女子大学公式ホームページ（http://www.jwu.ac.jp/）をご覧下さい。 

 

報告 

 

１．丸山洋平（福井県立大学）：新宿区の人口移動―住民基本台帳個票データによる分析― 

２．小池司郎（国立社会保障・人口問題研究所）：標準化による都道府県間移動数変化の要 

  因分解 

３．飯坂正弘（農研機構・中央農研センター）：飛騨白川村山家地区からの明治前期北海道 

  移民について―最終仮説の提示― 

４．原 俊彦（札幌市立大学）：≪地方創生≫の結婚・出生促進効果について 

 

休憩（15分） 

 

５．林 玲子（国立社会保障・人口問題研究所）：若い女性はなぜ西日本で多く、東日本で 

  少ないのか～人口移動調査からの分析 

６．鈴木 透（国立社会保障・人口問題研究所）：国際人口移動をめぐる東アジアの言説 

７．市川恭子（お茶の水女子大、院）：なぜ高学歴女性の就業率は低いのか？―男女別学歴 

  ミスマッチの影響の日蘭比較― 

８．嵐理恵子（シカゴ大大学院修了）：同棲の社会的要因－2008年と 2010年のデータを用 

いて 

 

＊報告時間は質疑応答を含めて、1件の報告について 25分を予定しております。 

＊終了後に懇親会を予定しております。どうぞご参加ください。 


